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さび反応形弱溶剤系2液反応硬化形エポキシ樹脂系さび止め塗料

ﾜｲ時噫訃9プ

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散等級
　F☆☆☆☆

内装仕上げの閲限なし

特殊変性エポキシ樹脂とさび転換補助剤により、強力に
さびの進行を防ぐさび止め塗料です。
3～4種ケレン面への塗装が可能になり作業効率が向上し
ます。

■さび転換補助剤配合

　さびに含まれる「水分」「鉄イオン」と化学反応し、さびを

　安定な状態に転換し、さびの発生を抑制します。

■防せい性

　エポキシ樹脂とアミンの反応硬化機構により形成される強

　靭な塗膜は、さび発生の要因となる水分と酸素の遮蔽性に

　優れ、さびの発生を抑制します。

　塩水噴霧およびサイクル腐良性試験において、優れた防せ

　い力を示します。

■素地調整費の低減

　浸透性に優れ、３～４種程度のケレンで塗装できますので、

　素地調整費用の低減、塗装工期の短縮が図れます。

■付着性

　素材及び旧塗腹に対し、強力な付着|竺を発揮します。

　トタンやアルミなどの非鉄金属にもご使用いただけます。

■旧塗膜適合性

　活腹の旧詰腹をＵフティンブ・溶解させにく＜、安心して塗

　装できます。

■上塗適合性

　各種上塗塗料が塗装可能です。上塗りの美しいつや・仕上

　がりが得られます。

■厚膜に塗装しやすい粘性設計

　塗装待のたれやたるみを起こしにくい粘性設計ですので、１

　目塗りで50～70μmの厚腹塗装が可能です。

・低臭

　塗料用シンナー可溶タイプのため、臭気はマイルドです。

■安全性

　鉛・クロムなど有害な防せい顔料を含みませんので、安全

　性に優れます。

■F☆☆☆☆

　ホルムアルデヒド放散等級はF☆☆☆☆で、内装仕上げの

　制限を受けません。

■JASS 18 M-109適合品

　JASS 18 M､109 変性エポキシ樹脂プライマー及び弱溶剤

　系変形エポキシ樹脂プライマーに相当する性能です。

・基材：さび残存鋼板（４種ケレン）

・試験条件:」IS K 5600-7-9サイクルD　100サイクル
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２波形亡び止め塗料
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波形亡び止め塗料

建築物：鉄鋼構造物・階段手摺・屋根など

プラント：各種タンク（外面）・パイプ類・ダクトなど

注意：シヤツタ一・歩行部位への塗装は避けてください。

鉄骨･鋼板･亜鉛鉄板(溶融亜鉛めっき､電気亜鉛めっき)･カラー

トタン・ガルバリウム鋼板・ステンレス鋼板・アルミニウム板

注意：どぶ漬け溶融亜鉛めっき鋼材は、１ヶ月以上暴露し、素

　　　材表面をディスクサンダー(研磨紙P120～240)にて

　　　入念に研磨し、白さびを除去してください。

　　　艶が残っている場合は塗装を避けてください。

　　　塩化ビニル被覆鋼板には適用できません。

合成樹脂調合ペイント･アクリル樹脂塗料･アルキド樹脂塗料・

ポリウレタン樹脂塗料・塩化ゴム樹脂塗料

注意：事前に試験塗りを行い、×カット・布ガムテープ剥離試

　　　験を行ってください。十分な付着性が確保されていな

　　　い場合は、選用できません。

弱溶剤系：ワイドエポーレシリーズ、1液ワイドウォールシリー

　　　　　ズ､ワイドシリーズ､1液ワイドシリーズ､ワイドルー

　　　　　フシリーズ、1液ワイドルーフセラシリーズ、1液ワ

　　　　　イドビーズコートSiなど

水　　系：ユニシリーズ、ル一フバリア水性シリーズ、ビーズ

　　　　　コート（無機・F・Si）・ビーズルーフシリーズ、

　　　　　アクアエポーレシリーズ、水性ベスコロSiなど

注意：仕上塗材、クリヤーは塗装できません。

容量:16kgセット（主剤14.4kg　硬化剤1.6kg）

　　　　4kgセット（主剤3.6kg　硬化剤0.4kg

色相：白・グレー・黒・赤さび色

　　　白

(日塗工N-93近似)

　　プレー　　　　　黒　　　　　赤さび色

（日塗工N-6ﾌ近似）（日塗工N-25近似）（日陰工09-40L近似）

※注)色見本は印銀ですので､現物とは若干の色差があります｡ご了承ください。



試験項目 結果 品質規格

容器の中の状態 合格 かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様になる。

半硬化乾側生 合格 標準謁時問以内、低温24時間以内

塗装作妾|住 合格 支障がない。

ポットライフ 合格 5時間後、使用できる。

たるみ性 合格 たるみがない。

上塗り適合|今 合格 支障がない。

耐おもリ落下性 合格 割れ及び剥がれがない。

付言匪 合格 分類1又は0

耐アルカリ性 合格 5％NaOH水溶液湯漬で異常がない。

耐熱性 合格
外観が正常である。試験後の付着試験で

分類2、分類1又は分類0

●鉄鋼構造物・ダクト・パイプ……アクリルシリコン樹脂仕上げ

試験項目 結果 品質規格

サイクル腐食|住 合格 さび、膨れ、割れ及び剥がれがない。

塗腹中の鉛

(質量分服％)
配合せず 0.06以下

塗膜中のクロム

　(質量分率％)
配合せず 0.03以下

屋外暴露附設性 合格 亡び、膨れ、割れ及び剥がれがない。

試験方法は｣ISK55引構造物用さび止めペイントC種に準じる

・素地：鉄鋼面・ステンレス鋼面

工程 塗料 調合(重量比) 標準塗付量(kg/�/回) 塗回数 塗装間隔(23で) 塗装方法

素地調整
●ディスクサンダー、ワイヤホイルなどの動力工具を主体とし、スフレーパー、ワイヤブラシ、研磨布などの

　手工具を併用して、亡び、黒皮、油分、付着物などを除去する。（JASS18鉄面素地調整2種）

下塗り
ワイド亡びストップ

　塗料用シンナー

100

0～5
0.18～0.24 １～ｽ

8時間以上
1ヵ月以内

はけ塗り／ローラー塗リ

エアレス塗り

上塗り
１液ワイドウォールSj

　塗料用シンナー

　100

5～15
0.12～0,16 ２

（工程内）４時間以上

（最終養生）24時間以上

はけ塗り／ローラ一塗リ

エアレス塗り

●上塗りには、ワイドエポーレシU一ズ、ワイドシU一ズ、1液ワイドウォールシU一ズ、1液ワイドシリーズ、1液ワイドビーズコートSi、ユニシU一ズ、

　アクアエポーレシリーズ、ビーズコート（無機・F・Si）などの塗装も可能です。

●屋根……エポキシ・シリコン変性樹脂仕上げ

■素地：亜鉛鉄板・カラートタン・ガルバリウム鋼板

工程 塗料 調合(重量比) 標準塗付量(kg/�/回) 塗回数 塗装間隔(23で) 塗装方法

素地調整

●素地のさび、劣化塗膜、汚れ、付着物を皮すき、ワイヤブラシ、研磨布、サンダーなどを用いて除去する。

　油類は溶剤ぶきで除去する。または高圧水洗で除去、清掃する。

●素地は十分に乾燥させる。

下塗り
ワイドさびストップ

　塗料用シンナー

100

0～5
0.18～0,24 1～2

（工程内）循時間以上

（工程問）循時間以上

はけ塗り／ローラー塗リ

エアレス塗り

上塗り
ワイドエポーレSi

塗料用シンナー

　100

0～20
0.10～0.16 ２

（工程内）循時間以上

（最終養生）24時間以上

はけ塗り／ローラー塗リ

エアレス塗り

●上塗リには、ワイドエポーレシリーズ、ルーフバリアシリーズ、アフアエポーレシＵ－ズ、ビーズルーフシリーズ、水性ベスコロSiなどの塗装も可能です。

　本仕様の塗装間隔時間（循時間以上（23で））は厳守してください。

●エアレス条件（一般建築塗装用エアレス椴／一次圧0.4～0.5MPa、二次圧12～20MPa、仕出量0.6L/min以上）

（注）・亡び落としは、金頭素地が露出するまで、ケレンしてください。

　　・ワイド亡びストップの追討量が少ないと、防廿い性及び討蓉|生が低下しますので、必ず標準塗討量（0.18～0.24 kg/�）を塗装して辰彦（50～70μm）を確保してください。

　　　エッジ部、凹凸面（40μm以上）、亡びが発生していた面などは1液ワイド亡びストップを増し塗りしてください。

　　■塗討星は、標準的な数値です。素地の形状や状態、塗装方法、環境などによって増減することがあります。

　　■亜鉛めっき面に塗装する場合は標準塗討量0.14～0.24咄/�/回、標準辰彦40～ﾌOμm/回となります。

　　■公共建築改修工事標準仕様胆などにおけるJASS 18 M-109規格の下塗りとして使用する場合は、標準塗討這0.14kg/�/回、標準辰彦40μm/回となります。

　　■溶剤系塗料のエポーレなどを塗装する場合、被塗面が素地、又は耐溶剤性が良い既存塗辰面であることを確認してください。

　　　屋根以外でも塗装間隔を拓時間以上（23で）取ってください。

　　・水系塗料を塗装する場合は、塗装間隔を24時間～ﾌ日間（23で）としてください。

項目 5で 10で 23で 30で

可使時間 10時間 ﾌ時間 5時間 2.5時間

指　　触 4時間 2時間 1.5時間 1時間

硬　　ｲﾋ 24時間 20時間 12時間 8時間

塗装間隔 24時間～1ヵ月拓時間～1ヵ月 8時間～1ヵ月 ６時間～1ヵ月

※乾燥時間は標準の数値です。塗装方法・塗装条件により多少の帽を生じるこ

　とがあります。塗装間隔は弱溶剤系塗料が塗装可能な時間の目安です。（屋

　根塗装の場合は異なります｡）

項　目 内　容

標章塗甘菜 0.18～0.24kg/�/回

標準膜厚 50～70μm

塗装方法 はけ、ローラー、エアレス

希　　釈 塗料用シンナー　○～５％
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